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１ 実施概要 

 
1-1 実施目的 

「うしづま水辺の楽校」は、一級河川安倍川の河川敷において、川遊びによる体験を通し

て、自然環境の豊かさや大切さを子どもたちに伝えていくため、毎年夏の期間に、地元有志

で組織する「うしづま水辺の楽校世話人会」の運営により開催している。 

 

本社会実験は、水辺の楽校及び周辺エリアの魅力づくりに向けた今後の施設運営のあり

方について、イベント等の新たな取組みの施行運用を通して、利用状況や周辺に与える影響

等について、調査・検討を行うことを目的として実施した。 

なお、本社会実験は、河川管理者、静岡市、地元住民で構成する「牛妻地区水辺利用調整

協議会」において実施の合意を得ており、今後は、社会実験の実施結果について同協議会に

報告した上で、河川敷地占用許可準則第 22第１項の規定による「都市・地域再生等利用区

域」の指定に向けた手続きを進めていく。 

 

 

1-2 実施概要 

社会実験の実施概要は、以下のとおりである。 

 

（１）対 象 地： 一級河川安倍川左岸河川敷「うしづま水辺の楽校」 

（２）実施期間： 令和５年７月 17 日（月） 

令和５年 7月 22 日（土）～８月 27日（日） 

※月曜日は休校 

８月 14 日（月）はお盆期間中で開校のため実施 

 （３）実施時間： 10 時 ～ 15 時 30 分 

（４）実 施 者： 静岡市 

（５）イベント： うしづま水辺の楽校世話人会 

実施団体 
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1-3 社会実験実施メニュー 

社会実験では、表１に示すイベントを実施した。 

 

 

 

イベント名 開催日 詳細 主催 場所 

①売店 ①７月 17 日 

②８月 11 日 

③８月 12 日 

④８月 26 日 

⑤８月 27 日 

来訪者への軽食等

の販売 

 

うしづま水

辺の楽校世

話人会 

本部パーゴラ 

②川魚のつかみ

取り体験 

①７月 17 日 

②８月 12 日 

③８月 27 日 

管理池内に放流さ

れたニジマスのつ

かみ取り体験 

 

うしづま水

辺の楽校世

話人会 

小池 

③協賛企業名の

掲出（スポンサ

ー看板） 

7 月 22 日～８

月 27 日 

可動式看板等を用

いて協賛企業名を

掲出 

 

うしづま水

辺の楽校世

話人会 

本部パーゴラ脇 

 

 

1-4 実施場所 

社会実験の実施場所及び会場の詳細は、次頁に示す図１のとおり。 

表１ 社会実験実施メニュー 一覧 
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２ 実施の手続き 

 
2-1 水辺利用調整協議会 

社会実験の実施については「牛妻地区水辺利用調整協議会」に諮り、地域の合意形成を行

った。 

（１）開催日時： 令和５年５月 23 日（火） 18 時 ～ 19 時 

（２）開催場所： 牛妻自治会事務所 

（３）出 席 者： 表２ 協議会出席者一覧のとおり 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真１ 水辺利用調整協議会の様子（５月 23 日開催） 
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委員区分 役職 氏名

代表 荻野　春美

会長 川津　通久

会長 漆畑　明弘

会長 荻野　春美

会長 伊藤　雄司

会長 松永　和秋

会長 池田　浩士

会長 岩崎　勝

教育機関 教頭 内藤　めぐみ

中部地方整備局静岡河川事務所 副所長 荒木　孝宏

　　〃　　　　占用調整課 課長 山下　好孝

　　〃　　　　 保全対策官 大沢　文孝

　　〃　　　　安倍川出張所 所長 竹下　宣考

静岡市 建設局土木部河川課 課長 加藤　浩康

うしづま水辺の楽校世話人会

しずなか桜愛護会

牛妻自治会

牛妻笹子自治会

牛妻部農会

行政機関
国土交通省

機関名

賤機中学区自治会連合会

地域住民

門屋自治会

門屋部農会

静岡市立賤機中小学校

表２ 協議会出席者 一覧 
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2-2 法令手続き 

 社会実験の実施にあたり、必要な法令手続き等を行った。 

 

 

 

必要な手続き 法律/条例 手続き先 備考 

露天商営業許可 
食品衛生法 

食品衛生法施行条例 静岡市食品衛生課 

葵区城東町 24-1 2 階 

R3.7.19 

更新済 

イベント等開催届 ― 
R5.6.23 

提出 

露店等の開設届出書 
消防法 

静岡市火災予防条例 

静岡市千代田消防署 

葵区東千代田 2-1-10 

R5.6.23 

提出 

屋外広告物許可申請書 静岡市屋外広告物条例 
静岡市建築指導課 

葵区追手町 5-1 5 階 

R5.7.13 

許可 

 
 

 

  

表３ 必要な手続き 一覧 
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３ 実施状況 

 

3-1 水辺の楽校の開催状況 

 令和５年度のうしづま水辺の楽校の開催状況は、表４のとおりである。 

 計画していた開校期間 34 日間のうち、雨天等による中止が７日あり、開校日数は 27 日

となった。お盆期間中に台風７号が接近した影響により、社会実験のイベント実施日も変更

して対応した。 

 

 

 
 

備　考 備　考

17日 月 開校日 売店・つかみ取り体験 1日 火

18日 火 休校日 2日 水

19日 水 休校日 3日 木

20日 木 休校日 4日 金

21日 金 休校日 5日 土

22日 土 協賛企業看板設置開始 6日 日

23日 日 7日 月 休校日

24日 月 休校日 8日 火

25日 火 9日 水

26日 水 10日 木 中止 雨天のため

27日 木 11日 金 売店

28日 金 12日 土 売店・つかみ取り体験

29日 土 13日 日

30日 日 14日 月 中止 台風接近のため

31日 月 休校日 15日 火 中止 〃

16日 水 中止 〃

17日 木 中止 〃

18日 金

19日 土

20日 日

21日 月 休校日

22日 火

23日 水 中止 雨天のため

24日 木 中止 雨天のため

25日 金

26日 土 売店

27日 日 閉校日 売店・つかみ取り体験

７月 ８月

表４ 令和５年度 水辺の楽校開催状況 
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3-2 来訪者数 

 開校期間中の来訪者数については、駐車場の利用台数から次のとおり推計した。 

  

  駐車場利用台数 3,223 台 × 標準的な同乗者数 ４人 ＝ 12,892 人 

約 12,900 人 

 

 初開校の平成 21年度からの来訪者数と開校日数の推移は、図２のとおりである。 

令和５年度の来訪者数は、開校以来では最も少ない来訪者数となった。来訪者数が少なく

なった主な要因としては、利用が集中するお盆期間中に台風の影響で開催できなかったこ

とや、少子化の影響などが考えられる。 
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3-3 イベント実施状況 

（１）売店 

 売店は、開校日・閉校日の両日とお盆期間のうちで３日間の実施を予定していたが、台

風の影響で実施日を変更し、表５のとおり実施した。人出が見込まれた開校初日には、販

売メニューの種類を多く設定しており、最も高い売上金額となった。 

 

 

実施日 内 容 売上金額 従事人数 

７月 17 日（月/祝） フランクフルト 

かき氷 

川魚とポテトフライセット 

川魚の姿焼き 

焼きそば 

ポップコーン 

綿あめ 

お茶 

400,800 円 世：15 人 

ボ：11 人 

８月 11 日（金/祝） フランクフルト 

かき氷 

カップ入りインスタントラーメン 

お茶 

138,550 円 世：４人 

ボ：２人 

８月 12 日（土） フランクフルト 

かき氷 

カップ入りインスタントラーメン 

お茶 

196,700 円 世：４人 

ボ：５人 

８月 26 日（土） かき氷 

カップ入りインスタントラーメン 
50,450 円 世：３人 

８月 27 日（日） フランクフルト 

かき氷 

カップ入りインスタントラーメン 

178,760 円 世：４人 

ボ：６人 

  合計金額 

965,265 円 

延べ人数 

 54 人 

（世：世話人会メンバー、ボ：臨時ボランティア） 

 

 

  

表５ 売店の実施状況 

写真２ 売店の実施状況 
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（２）川魚のつかみ取り体験 

 川魚のつかみ取り体験は、表６のとおり実施した。 

 川魚のつかみ取り体験は来訪者からも人気が高く、実施予定日時についての問い合わせ

も多かった。 

 

  

実施日 実施時間 放流数 

７月 17 日（月/祝） 14 時 30 分～ ニジマス 約 400 匹 

８月 12 日（土） 14 時 30 分～ ニジマス 約 450 匹 

８月 27 日（日） 14 時 30 分～ ニジマス 約 450 匹 

  合 計 

ニジマス 約 1,300 匹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表６ 川魚のつかみ取り体験の実施状況 

写真３ 川魚のつかみ取り体験の実施状況 



12 
 

（３）協賛企業名の掲出（スポンサー看板） 

 うしづま水辺の楽校の運営及び水辺の楽校世話人会の活動に支援をいただいた民間企業

について、現地に立看板を設置し、企業名の掲出を行った。 

 掲出にあたっては、静岡市屋外広告物条例の規定に基づき、広告物表示・設置の許可を

得た上で、設置した。 

実施期間は、令和５年７月 22日（土）から ８月 27 日（日）で、内容は表７のとおり

である。 

 協賛企業は、公募形式ではなく、うしづま水辺の楽校に関連する事業者の意向をヒアリ

ングし、希望のあった２者に協力を依頼した。今回の社会実験では、公募期間が取れず、

個別に関連事業者に協力を依頼したが、本格的に実施する場合には、協賛企業の募集と看

板・広告制作、屋外広告物許可申請手続きを含めて広告事業者に依頼する方法等も考えら

れる。 

 

 

企業名 主な事業内容 内 容 備 考 

非営利型一般社団法

人 グローバルスポ

ーツアカデミー 

子どもサッカースク

ール・放課後児童ク

ラブの運営 

運営資金の寄付 

課外活動で水辺の楽校を使用 

寄付額

50,000 円 

トリノ 株式会社 建設資材等の販売・

リース 

管理小屋コンテナの割引提供 

 

 

 

 

 

  

写真４ 協賛企業名の掲出状況 

表７ 協賛企業名と支援内容 
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４ 実施状況の調査 

 
4-1 来訪者アンケート 

社会実験期間中の来訪者に対し、利用状況や今後の施設運営等についての意向を把握す

るためのアンケートを実施した。 

 アンケートは、来訪者に対面にてアンケート用紙への記入を依頼、または電子申請フォー

ムへの回答を依頼し 216 人から回答を得た。 

  

 ＜調査結果＞  詳細は、別紙の来訪者アンケート集計結果のとおり 

・回答者の約９割が市内から来訪しており、そのうち、葵区内からの来訪者が約半数の

51％で近隣地域からの来訪が多かった。 

 ・回答者の約７割が「売店」が必要と回答しており、飲食物を現地で購入できるサービス 

が期待されている。 

・回答者のほとんどが安心して川遊びができる環境と運営状況に満足しており、一部の意

見ではあるが、今後も継続していくためには駐車料金や協力金を支払っても良いとい

う回答もあった。 

 

 

4-2 運営者アンケート 

 うしづま水辺の楽校世話人会及び社会実験期間中の臨時ボランティア参加者に対し、運

営上の課題等を把握するため、社会実験期間終了後にアンケート調査を実施した。 

アンケートは、水辺の楽校世話人会 10人・臨時ボランティア 12人の合計 22 人から回答

を得た。 

 

 ＜調査結果＞  ※詳細は、別紙の運営者アンケート集計結果のとおり 

・世話人会の回答者の年齢は 10 人中８人が 70 才以上で、高齢化している。 

 ・回答者のうち 18 人が「売店」が必要と回答しており、必要だと思う施設やイベントの 

内容は、来訪者の希望と一致している。 

 ・水辺の楽校の運営にあたっては、「人材育成・人手の確保」と「施設の維持管理」が課 

題と感じている。 
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4-3 現地状況調査 

イベント実施に際しての周辺地域への影響について、図３に示す範囲について市職員の

巡視により状況調査を行った。 

 

実 施 日：７月 17日（月）、８月 27日（日） 

調査時間：①10 時  ②13 時  ③16 時 

調査項目：駐車場の利用状況 

周辺エリア（しずなか桜公園、散歩道）の利用状況 

周辺道路の混雑状況、渋滞が発生していないか 

     駐車場外に違法駐車がないか 

     イベントに伴うゴミ等の放置がないか 

 

 

 

 

 

  

図３ 現地状況調査の範囲 

曙橋● 

●賤機中小学校 

門屋スポーツ広場● 

うしづま 

水辺の楽校★ 

至 新静岡 IC 

牛妻スポーツ広場● 

しずなか桜公園● 

散歩道● 
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 ＜調査結果＞ 

最も人出が集中した 7月 17 日の開校日でも、曙橋付近の県道の渋滞や違反駐車、ゴミ

の放置等はみられなかった。駐車場は入口付近より下流側に向かって順に駐車され、終日

混雑した状況が続いたが、事故等のトラブルは無かった。 

 

  

7 月 17 日 10 時 駐車場利用状況 

入口付近は車両が集中し常時混雑している 

7 月 17 日 13 時 駐車場利用状況 

入口から下流側に順に駐車されている 

  

7 月 17 日 10 時 周辺利用状況 

水辺の楽校下流側の池を自由使用している 

7 月 17 日 10 時 周辺利用状況 

門屋スポーツ広場付近を自由使用している 

  

7 月 17 日 13 時 河川敷内車両通行状況 

出入りの車両がすれ違いで通行している 

7 月 17 日 15 時 河川敷内車両通行状況 

20km/h 以下の走行速度で通行している 
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５ 実施状況の検証 

 
5-1 施設の利用状況 

水辺の楽校は、子どもが安心して川遊びをすることができ、自然の中で生き物と触れ合え

る貴重な空間として、葵区を中心に市内の全域から利用されていた。また、来訪集中による

渋滞や違反駐車、ゴミの放置はなく、マナー・ルールが守られており、イベント開催に伴う

目立ったトラブルはなかった。 

来訪者のほとんどは、現在の施設や運営状況に満足しており、今後も水辺の楽校を継続し

て実施して欲しいと感じている。来訪者アンケートでは、無料で利用できることに価値を感

じている一方で、一部の意見ではあるが、駐車料金や協力金を支払っても良いという意見も

あった。 

 また、水辺の楽校に必要だと思う施設として「売店」「キッチンカー」が必要という意見

が多く、休憩時間中の楽しみや、昼を跨いだ長時間の利用に際して、着替えや移動をせずに、

現地で飲食物を購入できるサービスを期待していることが分かった。 

 

 

5-2 ボランティア活動の状況 

 運営者アンケートでは、「人材育成・人手の確保」と「施設の維持管理」が課題と認識さ

れていた。 

水辺の楽校世話人会は、年間を通して水辺の楽校の施設管理と周辺の堤防、高水敷の除

草・清掃を実施しているほか、サクラの管理やホタルの生息環境の保全など、周辺の魅力づ

くりにも取り組んでいる。水辺の楽校の開校期間外も市民が気軽に利用できる河川空間の

提供にも尽力しているが、この様な年間を通しての維持管理活動は世話人会メンバーの減

少や高齢化により、大きな負担となっている。 

特に、水辺の楽校の開校期間中には、準備・片付け作業、池や駐車場などの利用案内と監

視、トイレの清掃等を行う必要があるが、夏場の炎天下で、かつ連日の活動となるため、体

調面の負担が懸念される。更に、通常の施設運営に加えて「売店」「川魚のつかみ取り」な

どのイベントを実施するには、十分な人手の確保が不可欠である。 

短期的な対応としては、臨時ボランティアを募ることが考えられるが、年間を通しての維

持管理や施設運営には、長年活動を実施してきた世話人メンバーの知識と経験が不可欠で

あり、「牛妻地区のかわまちづくり」として地域が主体となって取り組んできた経緯がある

ことから、長期的にはノウハウや理念を継承できる担い手の育成が必要である。 
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5-3 水辺の楽校の運営費の状況 

 令和５年度の水辺の楽校の運営及びイベント実施に係る費用（７・８月中の収入、支

出のみを抽出）は、表８のとおりとなった。表の着色部分はイベント実施に係る収入と支

出で、売店の収入によって開校期間中の運営費の収支は、360,485 円の黒字となった。 

なお、開校期間中の仮設トイレの賃料及び汲取り費用（令和５年度予算額 228,000

円）、ＡＥＤ購入費（110,000 円/耐用年数５～７年）は静岡市の予算から支出しているた

め収支には計上していないが、今後の施設運営のあり方を検討していく中では、イベント

実施等による収益から捻出できることが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表８ 令和５年度 うしづま水辺の楽校運営費の収支状況 

収　入

50,000

618,444

58,000

726,444

支　出

1,110

8,536

167,440

1,290

　管理小屋リース料 8,800

13,200

55,000

29,699

60,232

10,652

10,000

365,959

差引金額 360,485

　燃料代

　水質検査費

　雑材・消耗品費

　安全祈願謝礼

支出　計

　飲料・弁当代

　備品・車両管理費

収入　計

　ボランティア保険

　つかみ取り用ニジマス（往復交通費含む）

　消火器

　屋外広告物設置許可手数料

　利用協力金

　広告収入（屋外広告物）

　売店収入

売　上

フランク かき氷 カップ麺 その他 計

373,700 339,110 71,700 180,750 965,260

965,260

支　出

346,816

346,816

売店収入 618,444

　原材料・容器代　等

支出　計

売上　計
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5-4 水辺の楽校に係る年間維持管理活動費の状況 

令和４年度の水辺の楽校世話人会による施設管理、堤防・高水敷の除草清掃等の年間活

動費の収支は、約 60 万円の赤字であった。 

 水辺の楽校に係る年間の維持管理活動費の収支については、令和４年度の年間活動費と

令和５年度の開校期間中の運営費の実績額（収益 約 36 万円、社会実験によるイベント収

入を含む）から想定すると約 24 万円の赤字となるため、今後も活動資金が不足すること

が見込まれる。 
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６ 今後の取組方針（案） 

  

本社会実験の実施結果を踏まえ、牛妻地区の水辺利用による地域活性化に向けた課題と、

今後の取組方針について整理した。 

 

牛妻地区では、水辺の楽校の運営、年間を通しての堤防・高水敷の維持管理、サクラの植

樹やホタルの生息環境の保全など、長年に渡り地域が主体となって魅力づくりに取り組ん

できた。特に、うしづま水辺の楽校は、子どもが安心して川遊び・自然体験ができる貴重な

空間として静岡市民に広く親しまれており、開校期間以外にも生物や水と触れ合える施設

として、様々なイベントや自然学習の場として活用していくことが考えられる。 

しかしながら、世話人会メンバーの減少と高齢化に加え、年間活動費のほとんどを持ち出

しにより捻出しているため、安定した活動体制と資金の確保ができなければ、これまでと同

じ水準での維持管理活動・水辺の楽校の運営を継続すること自体が困難な状況となってい

る。 

 

今後は、牛妻地区の水辺利用による地域活性化に向けて、次の取り組みを進めていく。 

・年間の維持管理活動内容や水辺の楽校の運営方法の見直しを行い、世話人会メンバーの

負担軽減と活動費の縮減を図りつつ、民間からの助成金や広告収入、資材提供等を受け

られるような運営体制のあり方を検討する。 

・地域から水辺の楽校の運営をサポートする準メンバーを募り、世話人会の活動への参加

機会を設けながら、新たな担い手の育成に取り組む。 

・水辺の楽校の運営期間中は、来訪者からのニーズが高い飲食物の提供を有料のサービス

として実施し、これらの収益により年間活動費を賄うことが考えられるが、世話人会の

直営で実施するには準備の負担が大きく、人手の確保も課題となるため、外部から出店

希望者を募って出店料を収益とするなど、実施方法を検討する。 

 

なお、河川区域内で、民間団体が物販や広告収入を得ながら活動、施設運営を実施するた

めには、民間が利用する区域を、河川敷地占用許可準則第 22 第１項の規定による「都市・

地域再生等利用区域」に指定し、河川管理者から占用許可を受ける必要がある。 

今後の取組方針を踏まえ、利用区域や実施内容を精査し、牛妻地区水辺利用調整協議会に

おいて地域合意を得た上で、指定の手続きを進めていく。 

 

 

 


